さくらんぼ共生園
(短期入所、日中一時支援も含む)

1． 基本方針

　　　重い障がいを持つ人も、一人の社会人としてその人間性が尊重され、地域で役割を持って活動し自己実現できるように生活や活動の支援を行い、豊かな地域福祉の資源及び拠点となるように施設のオープン化を図る。
2． 運営目標

1 障がい者の福祉に関して啓発に努力し、充実した支援を行い自立と社会参加に努める。　

2 利用者の個性を尊重した個別支援計画を作成して、暮らしと働くこと及び楽しみの充実を図る。

3 豊かで多様な活動を通して、情緒の安定と利用者同志の交流を豊かにする。

4 地域社会の資源となり、地域の方に施設を開放し、地域との交流を活発に展開する。

5 利用者のニーズに応え、家族との連携を密にして福祉サービスの充実を図る。

3． 実施計画

1 管理面
1． 職員研修

　　　施設職員としての資質の向上を図り、利用者に対する質の高いサービスを提供する。

· 施設内研修…支援会議、ケース会議、ミーティング等を通して支援技術の向上を図る。

· 県内外の研修、研究会への参加。

· 先進施設の視察研修の実施。

· 各種資格取得の推進。

· 自己企画研修の実施。

2． 防火・防災体制

　　　火災・震災等の災害の予防及び災害の発生による人的・物的被害の防止を図る。
· 年５回以上の避難訓練を実施する。

· 避難訓練実施後に防災教育を行う。

· 消防設備機器の定期点検を行う。

· 自衛消防隊編成と非常災害連絡網の策定。

　　　　　　・　地域関係機関との連携を図る。
　　　　
2 支援面

1． 生活支援

　　　利用者の人権尊重と自己決定を大切に、個別化された支援計画を策定して豊かな生活を支援する。
· 身体及び精神の健康の増進を図る。

· 個別相談等により個別のニーズを把握し支援する。
· 施設内外での安全を確保する。

· 基本的生活技術の向上を図る。
· 自治会等自己決定の機会を多くし、自主性を引き出す。

· 諸行事等を通して体験を豊かにする。

· 文化的社会的活動を多様化する。

· 地域との交流を豊かにする。

2． 保健衛生

　　　常に利用者の健康保持に留意し、計画的に健康診断及び日常の衛生に努める。

· 施設内の感染症予防と衛生的な環境を心掛ける。

· 定期的な健康診断や体重測定、体脂肪測定を行う。

· 嘱託医及び看護師による身体的、精神的健康の相談・指導を受ける。

· 手洗い、うがい、歯磨き等を励行し衛生に努める。

· 軽スポーツや歩行等により肥満防止、体力増進を図る。

3． 給食
　　　利用者の健康保持と楽しい食事の提供の為に、計画的な給食を展開する。

· 利用者の嗜好と季節感のある献立の作成に勤める。

· 食事や配膳の仕事を通して、食生活習慣を身につける。

· 嗜好調査を通して利用者の要望を反映した献立を導入する。

· 栄養士、調理員との定期的な会議を設け、より充実した給食を検討する。
4． 活動支援
　　　陶芸・織物・農芸等を主体とした活動は、利用者の要望、適正、能力等を考慮して個別支援計画を作成して行い、豊かで多様かつ生きがいの持てる余暇活動の充実を図る。

· 活動を通して労作のやりがいを持ってもらう。

· グループ活動では他のメンバーと強調して、仲間との活動を楽しむ。

· 活動で製作した作品の販売を通して、社会参加を実現する。

· 個人の楽しみに繋がる活動を提供するために常に利用者の興味と能力を引き出すように努める。
· 活動の能力・技術の向上のために、支援の創意工夫を心掛ける。

· 活動においては安全性を考慮した内容と環境を整える。

　　　　　
